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図 1 猿橋賞受賞の

スピーチ．

図 2 猿橋賞受賞者，「女性科学者に明

るい未来をの会」会員の方々と．

図 3 猿橋賞受賞を知らせる記

事や，女性研究者を取り

巻く環境についてのコメ

ント掲載等．

図 4 東北大学金属材料研究

所高梨所長とご一緒に．
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「猿橋賞」という賞を，ご存じでしょうか 毎年受賞者

が決まると，多くのメディアで取り上げられるので，知って

いる方の方が多いと思うのですが，簡単に紹介しますと“自

然科学分野で素晴らしい研究成果をあげた女性研究者に贈ら

れる賞”です(1)．この賞は，地球化学者・猿橋勝子氏によっ

て創設されました(2)．猿橋氏は戦前～戦後間もなくの，まだ

まだ女性に研究者としての道が開かれていない時代に，水爆

実験で生じた放射性核種の分析で非常に精度の良い分析結果

を示すなど世界的な業績を上げ，後進の女性に道を開いてく

ださった“パイオニア”です．

猿橋賞の対象となる研究分野は自然科学全般に及び，これ

までの受賞者の専門分野は物理・生物・化学・数学・環境・

宇宙・・，と，実に多岐に渡ります．それだけに，“その分野

で”だけではなく，“広く他の分野も含めて”みたときに，

顕著な業績を上げたと評価される研究をしてようやく受ける

ことができる賞と言えるのです．

39回目となる今年は，金属学会員である東北大学の梅津

理恵先生が受賞されました(図～)．今回の受賞で評価さ

れた研究業績は「ハーフメタルをはじめとするホイスラー型

機能性磁気材料の物性研究」で，ハーフメタル物質の電子状

態を詳細に調べ，磁性材料としての有用性を示されまし

た(3)(5)．また，この研究手法として放射光が極めて有用で

あることも示されました．

私達の生活から“材料”が見えにくくなり，地道な物性研

究や材料の研究・開発がいかに重要であるかを，一般の，特

に若手の人に知ってもらうことが難しくなっている時代であ

るがゆえに，今回の梅津先生の受賞は，金属学会としても大

いに喜ぶべきことと思っています．そして，金属材料分野

が，女性研究者にとって“活躍できる”分野であると広く知

ってもらうきっかけにもなると期待しています．

梅津先生がどのような努力や苦労を重ね，乗り越えて来ら

れたか，という話は他に譲りますが，現在私が勤務する奈良

女子大学に梅津先生が学生として在籍されていた頃の逸話

(研究だけではなく，テニスで全国大会に出る程の実力者だ

った等々)を当時の恩師である松尾先生から伺い，やはり梅

津先生は自分のやりたいこと・進む道をしっかりと自らの中

に持っておられたのだなと感じます．積み重ねてこられたも

のが，こうして開花したことは，長年金属学会で共に活動し

てきた仲間としても誇らしいです．

梅津先生のこれから益々の御活躍を期待すると共に，私達

金属学会員もまた，他分野の方々にも興味を持ってもらい，

評価される研究を進めていきたいですね．
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